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　ホールの扉を開けると一直線に引かれたブルーシート。その上には整然と並べられたのこぎりやなた・ドリルといった工具類と切りだしたままの竹。いったい今からどんなものを作るのだろうか。
　大人も子どももドキドキ・ワクワク感がいっぱいで始まった『親子で作ろう竹細工』は昨１２月１０日(日)に亀山市関文化交流センターで行われました。
　この日は、２つの竹を用いた楽器を作りました。ひとつが、フリクションドラムです。





　約３～５CM程度に切った竹の片方を厚紙でふたをし、そのふたの部分から一本のリリアンを通します。そして、松脂を塗った割り箸に引っ掛けたら、後は振り回すだけ。あらあら不思議な音色を出す楽器が出来上がりました。これは、リリアンと松脂の摩擦を利用して起きるのだと講師のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(わけびき),釆睪)先生はおっしゃってみえました。
　二つ目は、ウグイス笛に挑戦です。簡単にできると思い

きやなかなか一筋縄ではいき
ません。笛の音を出すための
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吹き口の角度と場所が見つかりにくく、いろいろな角度から息を吹き込み、やっと音がでると親子で大喜びする姿やいざ固定をしようとして場所がわからなくなってしまった人など、様々な模様がありました。
　　今回は、参加者の多くが未就学児の親子であったため、のこぎりの扱いについ

て不安もありましたが、親子で使い方を確認しながら楽しむ姿が印象的でした。

☆楽しかった。

☆いいのができてよかった。

☆のこぎり使うのが難しかった。

☆昔に戻った感じでした。こんな身近なものでこんな楽しいものが作れるなんて…。

☆のこぎりで切ったり、テープで色づけをするのが楽しかった。

☆日頃、家ではできない経験がたくさんでき、子どもたちも意欲的にそして楽しく作っていました。
☆普段なかなか刃物とかめったに使わない工具を少しでも触れたのがよかった。


　２月１１日(日)に亀山市立亀山南小学校において第２回オリエンテーリング大会が開催されました。
　今回は競技形式として地図に示されたポイント（地点）を１番から順番にできるだけ速く回ってくるポイントオリエンテーリングで楽しみました。　　　　　　　
☆もっと子どもの手助けがいるかと思っていましたが、ほとんど出番もなく、見てました。少しさみしいような、頼もしいような気持ちでした。

☆子どもと一緒にできてよかった。のこぎり等一人で使って作る事ができて良い体験ができた。

☆のこぎりを握ったことのない５歳の息子にとって良い体験でした。
☆子どもにかえったようでとても楽しい時間を過ごさせて頂きました。笛の方が音を出すのに手間取りましたがおもしろかったです。
☆笛は少し作るのが難しくて、それが反対に集中してできました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　当日は少々肌寒い天候ではありましたが、市内はもとより市外や愛知・大阪・滋賀など県外からの参加者もありました。参加者の中には、乳児をつれた家族連れや個人参加の７７歳の愛好家の方など様々な方がいらっしゃいました。
　途中のポイントでは、「あ

ったよ！早く、早く」といった子どもたちの歓声がほほ笑ましく響き、暖冬のため、ほのかに香る五部咲きの梅の花も人々を楽しませながら、春の一日を過ごしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　












今回の参加者の皆さんは、鋸やドリルを危ないからと言って取り上げるのではなく、子ども達に持たせ、後ろからサポートをして取り組んでおられました。その姿をみて、私は「あぁ、この子たちはきっと大丈夫だ」と感じました。


　刃物を始めとする道具は使ってこそ便利さや危険性を理解できます。これからも我々大人は子どもにその機会を与えて生きたいです。





　


　　























《参加者の声》

















音が鳴るところは…？











